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産
直
関
係
者
３
３
０
人
が

全
国
か
ら
参
加

 

「
全
国
産
直
研
究
交
流
集
会
」
は
、
産

直
事
業
に
関
わ
る
全
国
の
生
協
・
生
産

者
団
体
・
研
究
者
が
集
う
場
と
し
て

１
９
８
５
年
よ
り
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
第
30
回
の
今
回
は
、
東
日
本
大
震

災
・
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
以

降
の
福
島
の
現
状
を
正
し
く
知
る
機
会

と
す
る
た
め
、
福
島
県
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。一
日
目
は
、
講
演
や
報
告

会
を
、二
日
目
は
、現
地
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
一
日
目
の
７
日
に
は
、「
原
発
事
故
に

よ
る
放
射
能
汚
染
に
向
き
合
っ
て
」
と

題
し
、
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
理
事
の
小お

澤ざ
わ

和か
ず

枝え

さ
ん
よ
り
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
の
取
り
組

み
の
報
告
や
、
コ
ー
プ
東
北
サ
ン
ネ
ッ
ト

事
業
連
合
・
店
舗
商
品
部
　
店
舗
商
品

開
発
担
当
部
長
の
伊い

藤と
う

光こ
う

寿じ
ゅ

さ
ん
よ
り
、

み
や
ぎ
生
協
を
中
心
に
地
域
の
団
体
が

食
か
ら
の
宮
城
県
復
興
を
目
指
す
「
食

の
み
や
ぎ
復
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
取
り

組
み
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
環

境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
村む

ら

上か
み 

敦あ
つ
し

さ
ん
の

講
演
や
、
福
島
で
農
業
を
行
な
う
「
な

な
く
さ
農
園
」
か
ら
の
報
告
、
そ
し
て

相
馬
双
葉
漁
協
・
本
所
部
長
の
遠え

ん
ど
う藤

和か
ず
の
り則

さ
ん
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

福
島
県
の
水
産
業
の

震
災
･
原
発
被
害

　
遠
藤
さ
ん
か
ら
は
、「
福
島
県
水
産
業

の
現
状
と
復
興
再
生
の
取
り
組
み
」
と

題
し
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
相
馬
双
葉
漁
協
は
、
相
馬
双
葉
地
方

（
新
地
町
、
相
馬
市
、
南
相
馬
市
、
浪

江
町
、
富
岡
町
）
に
７
支
所
を
持
つ
漁

協
で
す
。
そ
の
中
の
松
川
浦
漁
港
（
相

馬
市
）
は
、
沿
岸
漁
業
水
揚
げ
港
と
し

て
有
名
で
、
ヒ
ラ
メ
、
カ
レ
イ
類
、
タ
コ
、

シ
ラ
ス
、
コ
ウ
ナ
ゴ
の
全
国
有
数
の
水
揚

げ
港
で
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
、
相
馬
双
葉
漁
協

も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
組
合
員
１
、

１
１
９
人
の
う
ち
１
０
１
人
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
船
も
７
２
９
隻

福島県・相馬双葉漁協
のいま

２０１４年２月７、８日、福島県で
「第30回全国産直研究交流集会」（主催：日本生協連）を

開催し、約３３０人が参加しました。
７日は、相馬双葉漁協から、

相馬市の漁業の現状について報告があり、
また８日には松川浦漁港への視察も行ないました。

松川浦漁港復旧の様子を見学する参加者たち。復旧工事のため、船は仮の停泊場に止められている。

相馬双葉漁協・本所部長　遠藤和則さん。
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が
人
０
３
３
者
係
関
直
産

加
参
ら
か
国
全

 

産
、
は
」
会
集
流
交
究
研
直
産
国
全
「

産
生
・
協
生
の
国
全
る
わ
関
に
業
事
直

て
し
と
場
う
集
が
者
究
研
・
体
団
者

ま
い
て
し
催
開
年
毎
り
よ
年
５
８
９
１

第
。
す

30

震
大
本
日
東
、
は
回
今
の
回

以
故
事
発
原
一
第
島
福
力
電
京
東
・
災

会
機
る
知
く
し
正
を
状
現
の
島
福
の
降

な
と
催
開
の
で
県
島
福
、
め
た
る
す
と

告
報
や
演
講
、
は
目
日
一。
た
し
ま
り

。
た
し
ま
い
な
行
を

　

に
故
事
発
原
「、
は
に
日
７
の
目
日
一

小お

澤わ
ざ

和ず
か

枝え

部
品
商
舗
店
・
合
連
業
事

　

品
商
舗
店

の
長
部
当
担
発
開

伊い

藤う
と

光う
こ

寿

、
り
よ
ん
さ

が
体
団
の
域
地
に
心
中
を
協
生
ぎ
や
み

食
「
す
指
目
を
興
復
県
城
宮
の
ら
か
食

環
、
た
ま
。
た
し
ま
り
あ
が
告
報
み
組

村ら
む

上み
か 

敦し
つ
あ

の
ん
さ

な
「
う
な
行
を
業
農
で
島
福
、
や
演
講

て
し
そ
、
告
報
の
ら
か
」
園
農
さ
く
な

の
長
部
所
本
・
協
漁
葉
双
馬
相

遠
う
ど
ん
え

藤

和
り
の
ず
か

則

。
た
し
ま
り
あ
が
告
報
の
ん
さ

の
業
産
水
の
県
島
福

災
震

･

害
被
発
原

　

業
産
水
県
島
福
「、
は
ら
か
ん
さ
藤
遠

と
」
み
組
り
取
の
生
再
興
復
と
状
現
の

。
た
し
ま
き
だ
た
い
し
話
お
し
題

　

方
地
葉
双
馬
相
、
は
協
漁
葉
双
馬
相

浪
、
市
馬
相
南
、
市
馬
相
、
町
地
新
（

漁
つ
持
を
所
支
７
に
）
町
岡
富
、
町
江

相
（
港
漁
浦
川
松
の
中
の
そ
。
す
で
協

し
と
港
げ
揚
水
業
漁
岸
沿
、
は
）
市
馬

、
コ
タ
、
類
イ
レ
カ
、
メ
ラ
ヒ
、
で
名
有
て

揚
水
の
数
有
国
全
の
ゴ
ナ
ウ
コ
、
ス
ラ
シ

。
た
し
で
港
げ

　

協
漁
葉
双
馬
相
、
で
災
震
大
本
日
東

、
１
員
合
組
、
け
受
を
害
被
な
き
大
も

な
に
牲
犠
が
人
１
０
１
ち
う
の
人
９
１
１

隻
９
２
７
も
船
漁
、
た
ま
。
た
し
ま
り

福島県・相馬双葉漁協
のいま

２０１４年２月７、８日、福島県で
「第30回全国産直研究交流集会」（主催：日本生協連）を

開催し、約３３０人が参加しました。
７日は、相馬双葉漁協から、

相馬市の漁業の現状について報告があり、
また８日には松川浦漁港への視察も行ないました。

松川浦漁港復旧の様子を見学する参加者たち。復旧工事のため、船は仮の停泊場に止められている。

相馬双葉漁協・本所部長　遠藤和則さん。
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中
５
７
６
隻
が
全
損
ま
た
は
一
部
損
壊
、

漁
協
施
設
も
ほ
ぼ
全
壊
し
、
23
・
５
億

円
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

　
被
害
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
の
影
響
で
、
漁
業
権
漁
場
が
警
戒

区
域
に
設
定
さ
れ
（
２
０
１
３
年
５
月
に

海
上
の
警
戒
区
域
解
除
）、
事
故
で
海

に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
汚
染
水
の

影
響
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
11
年

４
月
に
魚
介
類
で
初
の
摂
取
・
出
荷
制

限
が
か
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
獲
れ
て
い
た

１
２
０
種
類
の
魚
介
類
は
す
べ
て
獲
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　
以
降
、
毎
月
、
福
島
県
内
の
漁
協
組

合
長
が
集
ま
る
会
議
で
、
翌
月
の
操
業

の
可
否
が
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

12
年
６
月
、
試
験
操
業
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
試
験
操
業
と
は
、
安
全
性
が
確

保
さ
れ
る
魚
種
に
限
定
し
、
小
規
模
な

操
業
と
販
売
を
試
験
的
に
行
な
う
こ
と

で
す
。
操
業
開
始
に
必
要
な
基
礎
デ
ー

タ
を
得
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
漁
協
の

検
討
委
員
会
を
経
て
、
行
政
や
研
究
機

関
、
大
学
、
流
通
業
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
協
議
会
な
ど
で
承
認
さ
れ
た
魚
種

の
み
、
試
験
操
業
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
遠
藤
さ
ん
は
、「
原
発
事
故
後
、
も

う
漁
業
は
で
き
な
い
と
あ
き
ら
め
て
い
た

漁
業
者
た
ち
が
、
試
験
操
業
が
始
ま
っ

た
こ
と
で
前
向
き
に
な
っ
た
の
は
大
き
な

成
果
」
と
話
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
を

飛
躍
の
年
に
し
た
い

　
８
日
の
視
察
で
は
、
五
つ
の
コ
ー
ス
に

分
か
れ
、
県
内
の
Ｊ
Ａ
や
メ
ー
カ
ー
な
ど

を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
、
相
馬

双
葉
漁
協
視
察
コ
ー
ス
に
は
31
人
が
参

加
し
、
復
旧
作
業
が
進
む
松
川
浦
漁

港
（
相
馬
市
）周
辺
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
震
災
で
失
わ
れ
た
製
氷
工

場
や
倉
庫
な
ど
が
再
建
さ
れ
た
ほ
か
、

15
年
春
に
は
地
盤
沈
下
し
た
岸
壁
の
か

さ
上
げ
が
終
了
す
る
な
ど
、
機
能
の
復

旧
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
漁
の

全
面
回
復
が
い
つ
に
な
る
の
か
は
、
い
ま

だ
見
通
し
が
立
って
い
ま
せ
ん
。

 

「
現
在
、
出
荷
制
限
が
さ
れ
て
い
る
魚

種
は
40
種
に
ま
で
減
っ
て
き
ま
し
た
。

デ
ー
タ
の
採
取
を
積
み
重
ね
、
出
荷
で
き

る
も
の
を
増
や
し
て
、
本
格
的
な
操
業
に

向
け
て
準
備
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
放

射
線
量
も
全
体
的
に
下
が
って
い
る
の
で
、

今
年
は
飛
躍
の
年
に
し
た
い
で
す
」。
そ

う
語
る
遠
藤
さ
ん
。参
加
者
か
ら
は
、「
福

島
の
生
産
者
の
現
状
を
知
れ
ば
知
る
ほ

ど
、
全
国
の
仲
間
た
ち
の
力
で
ど
う
に
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
」
と
いっ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

松川浦漁港の復旧工事が進む。新しく建てられた製氷工場。

雪の降りしきる中、岸壁修理のために海にもぐるダイバー。

福島県に全国の産直関係者が集まった「第30回全国産直研究交流会」。
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防災、わがまちスタイル

 「CO・OP災害ボランティアネットワーク（略称：ＣＯ災ボ）」
とは、東京都内の生協が協同し、地域で防災を考えてい
く取り組みです。総会で選出された組合員・職員約10人
で構成される「ＣＯ災ボ幹事会」と東京都生協連が運営
を行なっています。
　ＣＯ災ボは、阪神・淡路大震災発生後のボランティア
活動の経験をきっかけに、首都圏の各地域でボランティ
ア活動の中心となる組織・人材の育成を行なうことを目
的に２００２年に発足しました。ボランティア育成講座の
開催や、ボランティア活動、訓練への参加、地域の団体
とのネットワークづくりを主な活動としています。
　その中の一つ、「ＣＯ災ボ養成講座」では、講議だけ
でなく実際に街に出掛け、災害時のシミュレーションなど
も行ないます。ＣＯ災ボ代表幹事の大

お お

矢
や

憲
け ん

二
じ

さん（コー
プみらい・東京都本部 参加とネットワーク推進室）は、

「体験し、普段気付かないことにあらためて気付くこと
が大切です。そして特に重視しているのが、その気付

きを周りの人と共有することです。家族や友人、所属し
ている組織などで話題に出すことで、防災の意識が広
がっていきます。伝えることも、ボランティアなのです」と話
します。
　また、東日本大震災後、ＣＯ災ボメンバーも他団体と一
緒に、被災地でのボランティア活動を２年間続けました。

「ボランティアとして現地でお役に立てることは少ししか
ないと認識しています。だからこそ、被災地での経験、見
聞きしたことを、今後の自分たちの防災に役立てることが、
私たちの役割なのだと思っています」（大矢さん）
　今後起こることが予想されている大規模災害でも、大
きな混乱が予想されます。その際に、防災の知識を持っ
て周りの人に声掛けできる人がいれば、状況を少しでも
よくすることができるはずです。
　そうした人を増やすために、ＣＯ災ボでは、講座修了
者へのフォローアップの仕組みづくりや自治体、社会福
祉協議会、学校などと連携した活動の強化を今後の課
題として取り組んでいきたいと考えています。

CO・OP災害ボランティアネットワーク
全国の生協で「防災」の取り組みが広がっています。
各生協の事例を紹介します。

ＣＯ災ボ講座でフィールドワークを行なう参加者。講座は、５回のプログラムで、炊
き出し訓練や救命講習なども行なう。

ＣＯ災ボ　代表幹事　大矢憲二さん

東京都合同総合防災訓練に毎年参加。防災の意識を高めるとともに、地域の団
体とのつながりをつくることも参加の目的としている。

つながろう

情報
40 号


